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「本来ならば・・・」～６年生に教えられたこと

江差町立南が丘小学校長 吉川 聖

早いもので、明日から７月です。気づけばあと１か月で夏休み。コロナ禍の中、時間の早さを感じるのは、

私だけでしょうか。

学校再開から１か月。「新しい生活様式」を意識した中で、子どもたちの生活にも若干の変化はあるもの

の、徐々に元通りの生活を取り戻しつつあります。「朝の元気なあいさつ」、「休み時間の元気な声」、「授業

中の元気な発言」等々が職員室にも聞こえてくるのはいいものです。やはり「学校の主人公は子どもたち」

であることを再確認しております。

６月８日（月）の朝、毎朝子どもたちの登校を見守ってくださっている交通指導員の方とお話をしました。

「本当なら、昨日が運動会だったですよね。天気も良く、風もなく、最高の運動会でしたよね」と。例年、

この時期は、運動会や町内小学校陸上大会が行われ、天気が非常に気になる時期であります。全校の運動会

日和に運動会ができなかったことが惜しまれます。また「本来なら、もうすぐ修学旅行だ」や「いつもは学

年レクをやっていたな～」等、「本来ならば」「いつもなら」「今までなら」・・・、このような言葉を私自身

多く発したり、聞くことがこのコロナ禍の中、多くなったように感じます。

そのような中、先日、休み時間に６年生の子どもたち数名が、校長室にやってきました。「校長先生にお

願いがあります」という少し緊張気味の子どもたちから出された話は「いろいろな行事もできなくなり落ち

込んでいる南が丘小学校の人たちを６年生が中心となり元気にするために、時間がほしい」という内容でし

た。私は更に詳しく話を聞きました。６年生は、学級で最高学年としての自覚をもつために話し合いを行っ

たようです。そしてたどり着いたのが「南小の子どもたちを元気にする」「コロナ禍で落ち込んでいる人を

元気づける」ということです。そのためには活動の時間が必要であるため、南小で朝の時間に取り組んでい

る「朝読書」と「朝自習」の時間を夏休みまでの間２回使わせてほしいとのことでした。

そこで私が子どもたちに返した言葉は、「これは校長先生が決めることではない」、「『朝読書』も『朝学習』

もとても大切な時間である」、「特に臨休が長くなった遅れを取り戻すためにも『朝学習』は大切だ」等でし

た。そして最後に「それでもこの取組をやりたいのならしっかりと計画を立てること」、「他の先生方に貴重

な時間を使うことが可能であるかどうか確かめること」を伝えました。このようなやり取りがあり、子ども

たちは校長室を後にしました。

その後、６年担任から全教職員へ説明があり、６年生の子どもたちは具体的な計画を立てていきました。

そして、６月２３日、私の机の上に「南小元気アップ作戦」と書かれた文章があがっていました。その文章

の最後には「貴重な時間を大切に使う」と。

これから今の子どもたちが生きていく社会は、予測不可能な時代となると言われています。今回の新型コ

ロナウイルス感染症予防対策のように、日常当たり前のことができない世の中が訪れるかもしれません。「本

来ならば」「いつもなら」「今までなら」・・・、このような言葉を並べることより、６年生の子どもたちの

ように、「だからこそ今できること」を前向きに考えていくことが大切なのだと痛感しました。

南が丘小学校６年生１４名。南が丘小学校の最高学年としての自覚が芽生えてきました。これからの活躍

が楽しみです。

学校が再開して１ヶ月が経ちました

新型コロナウイルス感染症拡大防止に関わる臨時休業も終わり、ようやく学校も再

開されました。再開後は『学校の新しい生活様式』を取り入れた教育活動を行ってい

ます。日々の生活の中で大事にしていきたいことの一つは「自分の大切な命を守るた

め、周りの人の大切な命を守るため、自分から意識して行動する」ということがあげ

られます。いつでも、どんな場面でも、誰かに言われる前に「１ｍの間隔を保つ」

「マスクの着用」「手洗い」の徹底ができるようにしていきたいです。

（１ｍ定規をもって視覚的に実感させています⇒）

さて、巻頭言にもありますが、６年生が「みんなのために、最高学年として、今できること」を自分たちで

考え、計画した『南小元気アップ作戦』が、２４日から始まりました。

６年生は２人ずつのチームに

なり、１年生から５年生まで各

教室を回り（各学年２回ずつ）、

１年生には「黒板に描いたもの

を当ててもらうクイズ」、５年

生には「漢字クイズ」など学年

に応じた楽しいゲームを行って

いきます。どの教室からも笑い声が聞こえてきます。

１回目を終え、ある学年から、「コロナで楽しいことができなかっ

たのでうれしいです。」というお手紙をもらい、みんなのために活動

した６年生も、元気をもらっていたようでした。

学校が再開して１ヶ月。周りの様子をよく見て、助け合うことがで

きる南が丘小学校の良さを見ることができました。

新型コロナウイルス感染症に関する情報提供・相談体制について
次に該当する事由が生じた場合は、情報提供いただきますよう、ご協力をお願いいたします。



水泳学習のお知らせ
例年７月から８月にかけて全学年で行われている水泳学

習ですが、水に慣れることが中心

の低学年は安全上どうしても密集

・密接になるのが避けられないた

め、今年度の水泳学習は４年生以

上といたします。

水泳学習は８月に２回行う予定

です。ご理解のほどお願いいたします。

統一行動日
６月２４日、江差中学校区青少年健全育成会の活動の一

つである「統一行動日（挨拶指導・交通安全指導）」があり

ました。この日は毎朝児童の安全のために立ってくださっ

ている交通指導員の方と一緒に、地域の町内会の方３名が

学校前で、登校してくる子どもたちに「おはよう！」と声

をかけてくれました。

この活動は、江差小

学校、江差中学校でも

同様に行われ、子ども

たちの健やかな成長の

手助けとなっています。

７月行事予定
３日（金） 個人面談開始

６日（月） 委員会

９日（木） 参観日（低学年）

１０日（金） 参観日（高学年）

納入日

１３日（月） クラブ

１４日（火） 全校集会

２０日（月） クラブ

２３日（木） 海の日

２４日（金） スポーツの日

２７日（月）～３１日（金） 登校日（給食あり）

１~３年生：４時間授業 ４~６年生：６時間授業

３１日（金） 全校集会

８月１日 夏休み開始

（夏休みは８月１７日（月）までとなっています）

南小児童の体力づくり今年度は・・・
昨年度までは南小の体力づくりとして全校で取り組んでいたのが短縄跳びでした。今年度は、

体育の中で時間を確保することや、低学年が跳んだ回数を自分でカウントすることが難しいと

いう反省から、マラソンカード「えさしのまちをぐるっとランニング！」を活用した長距離走

で体力をつけることになりました。ただ走るだけでなく、すごろくのように走った分だけマスを

進める（丸いシールを張っていく）ことができま

す。そのところどころに建物や名所があり、その

中にラッキースポット（１６周目が役場、３３周

目が道の駅江差など）があり、そこに到達すると、

写真入りのシールがもらえます。

このカードは表裏になっていて、グラウンド１

５０周すると終了になっています。１枚目が終わ

っても、２枚目「め

ざせ！新函館北斗駅」

が待っています。

楽しみながら走って

いき、体力ＵＰを目

指しています。

教室前もにぎやかに・・・
がらんとしていた教室前の廊下や壁に、子どもたちが取り組んだ習字や図工の作品や理科や社

会科の調べ学習のまとめが出されるようになり、あちらこちらにぎやかになってきました。

学校にお越しの際は、ぜひご覧になってください。

１年生を迎える会 立派に挨拶！
２５日の全校集会は、

１年生を迎える会。こ

ちらもいつものように

とはいかず、友達との

間隔を１ｍ取り、短縮

バージョンでの迎える

会となりました。

１年生からは自己紹介です。自分で書いた名前のカード

を見せながら名前と好きなものを発表してくれました。緊

張しながらも堂々とした１年生でした。児童会長の廣瀬皐

くんからは「何か困っ

たことがあったら、２

年生以上の人に聞いて

ね。」と１年生にとっ

て安心するメッセージ

が送られました。南小

らしいほのぼのとした

迎える会になりまし

た。

（名前カードも教室前

に掲示しています！）

ゲームとの適切な関わり方を

身につけるために
今、各学年では、正しい生活リズムを取り戻すために、

ゲームとの関りを中心に、自分自身の生活を振り返る活動

を行っています。その取組として、

・自分の１日の生活を振り返る

・睡眠の大切さを知る

・規則正しい生活リズムを考え、自分自

身の生活リズム表を作る

・ゲームとの上手な関わり方を動画を見て考える

これらの活動をもとに、各学級の実態に応じて、子ども

たち自身で、学級での「ルール」「約束」を決めていきます。

このルールや約束は定期的に振り返っていきます。

マスクの寄贈がありました
札幌の、株式会社カズマ様、有限会社ホリゾン様、株式会社ティーオー様

から、全道の学校にマスクの寄贈がありました。寄贈されたマスクは（２０

枚）は学校保管として、教育活動で活用させていただきます。




